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1.はじめに
近年,神戸市の白川,布施畑,木見峠付近は,急速に
開発工事が進められ,世界的遺産とも言える植物化石含
有層が,失われつつある｡このような状況の中,筆者ら
は精力的に採集調査を続けてきた｡その結果,白川累層
上部より, MusophyllLLm属(バショウの様な葉)の,

神戸層群から従来知られていなかった植物化石を確認し
た｡またバラ属(Rosa),ナナカマド属(Sorbus),

ブドウ属(VLt乙S)の葉化石も確認することができた｡
しかし,比較検討に必要な現生葉が入手できていないも
のや,あるいは不完全な標本であるために,種の特定ま
でには至っていない｡したがって同定は属までにとどめ,
以下のとおり報告する｡なお,この報告文における,莱
の構造に関する述語は　HICKY (1973)による｡また

記載された磨本は,国立科学博物館古植物標本(NSM-
PP-10676-10681)に保管した｡産出地点は,堀(1987 ;

1994,未発表)に従っているが, Musophyllumの産

出地点に関しては,露頭保護のため明記しなかった｡

2.分類記載
バショウ科(Musaceae) (広義)

Musophyllum sp.
図4, fig. 1.

記載:葉形は広卵形～長楕円状広卵形,先端は鋭形;
基部は,広裸形～浅心形で漏斗状にて,わずかに不対称;
葉縁はわずかな波状縁;葉身長は12-60cm程,葉幅は7
-25cm,あるいはそれ以上;葉柄の断面は円状か楕円状,

直径は0.5-1.0cm以上と太く,葉身長と同等かそれ以上
に長い;葉質は中質;脈系は羽状脈, campto-

dromous　タイプ;中央脈は肉質部を無くした繊維状で
幅は5Ⅲ皿前後で上伸し,先端近くで側脈と同化する;側
脈は中央脈に沿うように,狗lo-400　の鋭角にて多数派
生する｡先端部を除き派生後すぐに,葉身の基部にゆく
程広角度に開き, 0.5mm前後の間隔で湾曲して平行に走
向する;側脈には, 1次側脈(最も太い脈), 2次側脈
(中細脈),亜2次側脈(中細脈よりやや細い脈), 3次
側脈(細い脈)と,基本的に4種の脈があるが,それら
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の配列はやや不規則である｡これらの側脈は,葉縁の極
めて近くで1-3本に収束し,葉縁を縁取るように上伸
走向する; 1次側脈の脈問には各2次側脈が2-8本あ
り, 1mm前後の間隔で湾曲しながら,平行に走向し,菓
縁近くで上曲して,一部はすぐ上の側脈と結び,残りは
1次側脈とともに,葉縁の極めて近くを縁取る脈と結ぶ;
各2次側脈の脈間には,基本的に1本の3次側脈が平行
して走向し,途中で途切れたり,消滅したりすることも
あるが,多くiま葉縁近くで各2次側脈と結ぶ;さらに各
2次側脈より細脈を直角ないし鋭角にて派生し,四辺状
の網目を形成する｡
検討:この標本には次のような特徴がある｡ (丑成長段
階ごとに異なる葉形,漏斗状の基部　②断面が円状～楕
円状の,太くて長い葉柄(卦側脈は火焔状に分布し,葉
縁近くで収束し,葉縁の極めて近くを沿う　④側脈を束
ねるような繊維状の中央脈(肉質を残している化石もあ
る)　⑤1次側脈毎にわずかに波打っ葉面や,側脈のと
ころで裂けた断片糞化石｡これらの特徴の多くは,現生
のバショウ科,オウムバナ(-リコニア)料,ゴクラク

チョウカ(ストレリッチア)科の特徴と一致する｡この
ようなバショウ科などに輯似した化石は,北半球各地の
古第三系から, Musophyllumの形態属で報告されて
いる｡日本では棚井(1970)が,北海道の漸新統,春採
層よりバショ　ウ属に較似した化石葉として,
Musophyllum nipponicumを記載報告している｡こ

れと同様なものが,北海道夕張市冷水山や,山口県宇部
市,佐賀県杵島等の,姶新統～漸新続より知られている｡
北海道その他のM. nipponicumは,葉形が長楕円形
で側脈が葉縁に達しており,神戸層群から産した化石葉
とは明らかに異なる｡
神戸層群の化石葉は,関西のいくつかの温室で栽培さ
れている,バショウ科,オウムバナ科,ゴクラクチョウ
カ科や,これらに類似した植物と比較検討した結果,吹
のようなことが分かった｡ (丑葉形はバショウ科,オウム
バナ科,ゴクラクチョウカ科,クズウコン科と類似して

いる　②葉脈と葉柄の特徴では,オウムバナ科,ゴクラ
クチョウカ科に類似している　③葉形の変異や,基部,
葉柄の断面ではオウムバナ科に類似している　④葉縁近
くで収束した側脈の形状は,同じショウガ目に属する,
ショウガ科のアルビニア属のある種に類似している｡
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側主脈は,45-500　の角度で派生し, 4-5本の2次脈を
45-600　の角度で派生する;最も外側の側主脈は80-
1100　の広角度で分岐し,基部の菓縁(外側)に向かっ
て, 3-4本の2次脈を45-600の角度で派生する;最

も基部よりから派生する2次脈は,基部葉縁に沿って走
向し,下辺側に1-2分岐する;脈間3次脈は直一直角
で,緩やかに屈曲走向して脈問を結ぶ;各側主脈や2次
脈は,葉縁の近くで太い3次脈を派生し,鋸歯の谷間近
くで鋸歯の縁を縁取る3次脈と結ぶ;最高次脈は5-6
次脈;最終綱目は0.5-1mmの四～五辺状;脈端は1分
岐する
検討:この標本は次の特徴により,ブドウ属と判断し
た. (丑葉形と鋸歯形, ②基部より射出し葉縁の鋸歯に至
る,掌状脈, ③鋸歯を貫くように走向する葉脈と,鋸歯
の縁を縁取る細脈, ④基部形と基部の葉縁に沿って走向
する葉脈｡これらはドイツの樹木図鑑(Handbuch der
Laubgeh61ze, 1960)によれば,葉形は異なるが,派

系から判断すると東ヨーロッパや西アジアに現生する
Vitis rupestrisに類似している｡しかし実際の現生葉

が入手できないので,詳細には検討できない｡ここでは
ブドウ属の一種VLtis sp.(A)として報告する｡この報

告は国立科学博物館(NSM-PP｣0679)と,山本の標
本に基づく｡
産出地点:白川累層上部, loc. 146.

VitL's sp.(B)

図3. fig. 2.

記載:この不完全な標本は三角状の五裂片葉で,各裂
片の先端は鈍形;基部は広浅心形;葉縁には各側脈ごと
に,不規則な低いB-1タイプの鈍鋸歯を有する;葉身
長は9cmほど,菓幅は8cmほど;葉柄は長い;葉質は中
～薄質;脈系は基部より射出し,各裂片の先端に至る掌

状脈;各主脈は直線状あるいは,緩やかに屈曲走向して
裂片の先端に至る;側脈は湾曲走向して鋸歯に至る;中
央主脈では, 4対の側脈が30-400　の角度で派生する;
外側の側主脈は直角に分岐し, 3-4本の側脈を葉縁
(基部側)に向かって60-700の角度で派生する;最も
基部よりから派生する側脈は,基部の菓縁に沿うように
走向して,下辺に向って1-2分岐する｡
検討:不完全な標本のため,細脈の検討はできない｡
しかし記載した特徴より,この標本がブドウ属のもので
あると判断し, VitlS Sp.(B)として報告する｡葉形や

基部の葉縁を走向する葉脈では,日本や中国に現生する
エビヅル(V乙tis thunbergii SIEB.et ZUCC.)や,中

国の　V. fieifolia BUNGEに類似している.この報告
は国立科学博物館の標本(NSM-PP-10680)に基づく｡

産出地点:白川累層上部, loc. 220.

Vitis sp. (C)

図3. figs. 1, 3.

記載:この不完全な標本の葉形は,円状三角形:先端
は鋭形～鋭先形;基部は切形に近い広浅の心形;葉縁に
は不規則な鋸歯が,各側主脈や側脈ごとにある;葉身長
は4-8cm,葉幅は5-8cm,葉柄は長い;葉質は中質;

脈系は基部より射出して,菓縁に達する掌状脈;中央主
脈は直線状に上伸し, 3-4対の側脈を派生する;各側
主脈と側脈は緩やかに湾曲走向し,鋸歯に至る;左右内
側の側主脈は,およそ450の角度で分岐し,菓縁に向かっ
て, 3-4本の側脈を派生する;左右外側の側主脈は70
-800　の角度で分岐し,葉縁(下辺側)に向かって3-

4本の側脈を派生する;最も基部よりから派生する側脈
は,基部葉縁に沿うように走向して,下辺側に1-2分
岐する;脈間3次脈は不鮮明であるが,直一直角で,波
状に走向して脈間を結ぶ;
検討:不完全な標本のために,細脈の検討はできない
が,中国高等植物図鑑(1987)によると,中国の四川,
雲南,貴州に現生する　Vitis LuLlson,ae VEITCH, V.

betullfolia DIELS et GILGに,葉形,各主脈と側

脈の特徴が類似するのでブドウ属に属すると判断し,
VltlS Sp.(C)として報告するo　日本に現生する,サン

カクゾル(VitLS flexLLOSa THUNB.)とも類似する

が,側脈が葉縁近くで分岐するところが,葉化石と異な
る｡この報告は,国立科学博物館と米阪,山本の標本に
基づく｡産出地点:白川累層上部, loc.220.

Famlly Sabiaceae (アワブキ科)

Genus MeliosTna BLUME (アワプキ属)

Meliosma shanwangensis HU et CHANEY
図3. fig. 4b.

検討こ　この不鮮明な葉の特徴は,倒卵形または菱形,
先端は鋭形,基部は模形,波状の粗鋸歯縁である｡また
小さい方の葉には, 7mmはどの葉柄がある｡脈系は
craspedodromousタイプで, 8 -10対の側脈を有する｡

この特徴は,従来Meliosma shanLuangenS乙S　と

して報告されている菓型種と一致する｡
産出地点:白川累層上部, loc.203のSorbus sp.と

同一母岩

3.おわりに
神戸層群から産する数多くの植物化石のなかで,今回
Musophyllum属1種,バラ属1種,ナナカマド属1

種,ブドウ属3種,アワプキ属1種を,それぞれ記載報
告した｡なかでもMusophyllumは,これまで神戸層
群から知られておらず,初めての報告である｡また神戸
層群から産出した標本は保存が極めて良く,これほど葉
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の全容がよくわかる化石は,日本では知られておらず,
その点でも意義深い｡今後も引き続いて,神戸層群から
産する数多くの植物化石の同定に努力し,この誌面を借
りて報告していく所存である｡さらに~古環境の復元など
多くの課題があるが,ひとつひとつ解決していくよう努
力する｡
今回の報告にあたり,国立科学博物館の植村和彦博士
には,標本のご指導と参考文献をお送りいただくなど大
変お世話になり,心より感謝する｡さらに北海道大学名
誉教授,棚井敏雅,ナイロビのケニヤ博物館石田志朗両
博士には御助言を賜った｡ここに深く感謝の意を表する｡
Musophyllumの現生植物との比較検討に際し,温室
の立ち入りと葉の採取を快諾してくださった大阪市立大
学附属植物園園長ならびに杉原氏に,厚く御礼申し上げ
る｡なお化石採集に際し,秋田県在住の千葉惣永氏,神
戸市の浜口章氏にご協力いただいた｡
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5.図版説明
図1.

fig.1. Rosa sp.米阪標本(西山の工事現場)

fig.2. Rosa sp. NSM-PP-10677 (同上)

図2.

figs.1, 2. Rosa sp. NSMIPP-10676 (loc. 146)
figs.3, 4. Vitis sp.(A) NSM-PP-10679 (loc. 146)
図3.

figs･1,3･Vttis sp.(C)米阪標本(loc･ 220)

flg.2. Vitis sp.(B) NSMIPP-10680 (loc. 220)
flg.4a, Sorbus sp. NSM-PP-10678 (loc. 203)
fig.4b, Meliosma shanとL,angenSIS HU et

CHANEY

図4.
flg. 1. Musophyllum sp. NSM-PP-10681 (布施贈)

葉身の長さ約40cm
註)特に記していない写真は等倍

ー140-



一141-



-Z予l-



ー143-


